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はじめに 

 

 教職員の大量退職を迎える一方で、学校は多様な教育課題に直面している。こうした中で、

教職大学院と教育委員会が連携をして、学校管理職の養成や研修の充実を図ることが求め

られている。（中央教育審議会 2015） 

 そこで、全国に先駆けて、岐阜大学教職大学院と岐阜県教育委員会が連携し、岐阜県管理

職育成指標に基づいた学校管理職の養成を開始した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職能開発演習のブラッシュアップ 
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  対象：新任教頭（悉皆） 

  時期：各教育事務所で設定（5 月下旬～9 月） 

  内容：新任教頭研修の一部を教職大学院で担当し、「職能開発演習」を実施 
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新任教頭研修（職能開発演習） 

 
【ねらい】 

 学校が抱える課題の解決に向けて、管理職（教頭）としての見方や考え方、思考の仕方を

「演習」を通して身に付けることを通し、勤務校での課題改善の動きを創り出す。 

 

【学習活動】 講師：進行役 1名、解説役 1名  100 分 

① 導入（7 分程度） 

・演習の位置付け、教頭の行動様式について 

② 演習（80分程度） 

   ・問題点抽出（交流・解説） 

   ・改善策構想（交流・解説） 

   ・実現可能な改善策と実行プランの構築（交流） 

③ まとめ（10 分程度） 

   理論解説、受講者の今後のアクションについての動機付け 

④ 諸連絡等（アンケート） 

 

【出口の目標】 

・自校で生じている諸問題の捉え方と解決に向かう際の思考の仕方を体験し理解する 

・自校の問題に対して具体的な解決への実行プランを描き出すとともに課題解決実践へ 

の確かな意欲をもつ 
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【準備】 

 ・配付資料（別添【配付資料・受講者】） 

・パソコン、プロジェクター（別添 PP「演習展開（コロナ）」or「基本型」でテーマに合

わせて作成したもの） 

 ・受講者を５人程度のグループに編成（可能な限り学校規模で編成） 

 ・受講者：付箋（小）、筆記用具 

 

【学習環境】 

 ・スクール形式 

（オンライン可、その場合はグループ協議用に事前にブレイクアウトルームの設定） 

 ・交流は事前に編成をしたグループで交流（司会者も決めておく） 

 

【その他】 

 ・演習の展開にメリハリを付けるために講師は 2名（進行役・解説役）が望ましいが、1

名でも可能である。 
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職能開発演習（100 分）の進め方（TT） 

＊ここではイメージを描いていただくために令和 3 年度実施の演習をもとに示します。 

 

■印は、別添「演習展開（コロナ）ＰＰ」のアニメーションを進めるタイミングを示す。 

黒文字は「Ｔ１」、青文字は「Ｔ２」を示す。 

 

１ 導入 

  ◎研修の位置付け 

  ◎教頭職の仕事の解説 

 

＜T1＞（「演習展開（コロナ）PP」の最初の画面をスクリーンに表示） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 画面左上に、岐阜県のロゴマークと岐阜大学のロゴマークが並んでいますが、■この研

修は、■岐阜県教育委員会・各教育事務所と岐阜大学教職大学院が連携して開発した管理

職の先生方のための「職能開発演習」です。 

様々な課題に対して、皆さん自身で問題を抽出し、皆さん自身で解決策を考えていく 

「参加型の演習」です。 

■さぁ、皆さんにはこれからの時間を通して、教頭としての課題解決のための見方や考え

方、その思考の仕方をつかみ取っていただきたいと思います。 

それでは＜T2＞先生、始めましょう。 

 

＜T2＞ 

＜T１＞先生、演習に入る前に、学校教育法には「教頭は、校長を助け、校務を整理し、

及び必要に応じて教育をつかさどる」とあり、その具体的な業務については様々な解説書

でも紹介されているわけですが、先生の経験上、教頭として一番大切な仕事って何でしょ
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うか？ 

 

 

＜T１＞ 

 確かに学校教育法には「校長を助け、校務を整理し、必要に応じて教育をつかさどる」

というようなことが書かれていたと思いますが・・・ 

これまで、この研修会の中では、新任の教頭先生方からこんな質問を受けました。■「教

頭の仕事ってこんなにあるの？教頭って何でも屋さんなの？」・・・皆さんももしかしたら

こう感じているんじゃないですか？ 

■この質問に対する回答は、■「そうです」「その通りです」■「山ほどの仕事がありま

す」■「確かに何でも屋さんです」・・・こう言われると身も蓋もないですねぇ・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「でも、教頭の一番の仕事は」ってことで、説明してきたのが次のスライドになります。    

 

■■学校教育法では、教頭の職務は、「校長を助け、校務を整理し、及び必要に応じて児

童の教育をつかさどる。」って規定されてますね。この条文は、皆さん、登用試験の時に真

っ先に暗唱したんじゃないですか？ 

この■「校長を助け、校務を整理する」って何なのか？ 

これをまとめた図がこれです。■ 

 

 

 

 

 

 

「指導マニュアル第 3 版」 P８～P9 令和 6 年度改訂  文中の■は別添 PP のクリック 
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右上の教頭の左側には校長が位置付いています。教頭の下には教職員が位置付いていま

す。そして、それぞれに対して教頭からの矢印が出ていますが、それぞれからも教頭への矢

印があります。その矢印の意味するところは、矢印の途中にある薄緑の四角で囲まれた内容

になるわけです。校長の仕事の「補佐」を含め、およそ薄緑の部分が「校務の整理」です。 

 

ただ、現実には■「教頭先生、どこどこの蛍光灯が切れています」、■「水道の水漏れが

あります」、■「ガラスが割れました」、■「子どもが怪我をしました」、■「保護者が憤慨

しています」、■「教育委員会からまた調査が来た」とかですよね。まさに「何でも屋さん」

ですよ。これらのことも図の中の矢印を成立させるためには必要なことで、常にアンテナを

張っておかなくてはいけない。目にしたり耳にしたり、アンテナにかかってきたら教頭は動

かなくてはいけないわけです。ただ、全て教頭自らが動くというのではなく、組織を動かし

たり、担当職員に指示したりすることもできる内容が結構あるんですよね。つまり、これら

の内容は、当然必要だけど「教頭の本来の仕事の『周辺に位置付く仕事』」と解釈できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

じゃぁ、「教頭の本質的なお仕事」とは何か？というと、■やはり、この図で示した内容

となります。 
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しかしながら、ここで留意したいのは、現実には、各学校現場においては、こんなにきれ

いな矢印にはならないということです。 

時には校長からの矢印が強烈に太い場合があったり、その校長の属性により、職員指導の

面では太いけど地域連携は細かったりなんてこともあります。教職員からの矢印にしても

一部の職員が斜めに構えていたり、職員間の同僚性の問題から矢印が細かったりもします。 

この両方向の矢印を、勤務校のその時の実態に応じて、バランス良く創り出していくこと

が実は教頭としては重要なお仕事になるわけでして、そのことが、まさに組織を機能させる

ことになります。矢印のバランスが保たれていない組織は、現実には組織体としては機能し

ていないわけですよ。 

 

この両方向の矢印をバランスよく創り出していくために必要な思考の仕方というのが、

■「OODA（ウーダ）ループ」・・・この「OODA（ウーダ）ループ」については、この先

の演習を体験していただいた後、解説をしたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さて、教頭の本質的なお仕事は、矢印をバランスよく創り出していくと言いましたが、こ

のことは、教頭職を巡る様々なテキストには、実はほとんど書かれていない、本に書かれて

いる多くは教頭の仕事の「内容項目」です。 

でも、教頭経験のある人で教頭の仕事の面白さを体感した人であれば、バランスよくこの

矢印を創り出すことで組織を機能させることができる、そこにこそ、教頭職の醍醐味がある

と感じているはずです。 

 

その醍醐味を新任教頭である皆さんにも味わっていただきたい、そのためにも勤務校の

抱えている課題に対して教頭としてどのように立ち向かっていけば良いのか、この後の演

習を通して気付いていただければと思います。 

では、＜T2＞先生、よろしくお願いします。 

 （7 分／100 分） 
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２ 演習 

① 問題抽出（交流・解説） 

② 解決策構想（交流・解説） 

③ 実現可能な改善策と実行プランの構築（交流） 

 

① 問題抽出（交流・解説） 

 

＜T２＞ 

それではみなさんにもその教頭職の醍醐味を味わっていただくために演習へと入りたい

と思います。 

（以下、テーマを「コロナ対策」で実施した令和 3 年度を例として示す。「働き方改革」

「職員指導」「いじめ対策」などのテーマを扱う場合は本冊子の「資料編」の各テーマ展

開（案）・「基本型」または PP 版「基本型」解説を参考にアレンジしてください。） 

 

・令和 2 年度にはコロナの関係で長い休校を余儀なくされ、6 月に入って分散登校・通常

登校が始まったものの３密を避ける日々の活動や遅れた授業をどうするのかなど様々な

問題が学校現場には降りかかって来ました。そして、その 1 年間、各学校の前向きな対

応によりコロナ禍における教育活動が様々な工夫や改善の中で展開されてきています。

しかしながら、コロナ禍という状況は未だ変わることがなく、各学校にはまだまだ多くの

問題が生じていると思われます。またコロナ禍によって最近になり新たに生じてきた問

題もあるかも知れません。 

・皆さんの学校ではコロナ禍にあって「今」どのような問題がありますか？ お手元の付箋

に問題点を簡潔に書いて■ワークシートの一番左の「問題点」の所に張り付けてください。

３分間で思いつくだけ書き出してください。 

 

（３分経過後）、 

それでは、事前にグループ分けをした人たちでどのような問題があるかを学校の実態を

含めて交流してみてください。各グループ、司会も決めさせていただいていますのでその先

生で進めてください。時間は 1５分とします。終了２分前には声をかけます。では始めてく

ださい。（より詳細な実態を理解し合うために「守秘義務の徹底」を念押しする。） 

 

（比較的活発に交流が進められているグループを指名し） 

「○○クループの司会の□□先生、そちらではどのような交流がなされましたか？」など

一部発表を促す。（発表を受けて T２が簡単なコメントを入れる） 
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さて、＜T１＞先生、皆さんからいくつか問題点が出されましたが、問題を抽出したら、

この先、どのように考えていけば良いのでしょうか？ 

 

＜T1＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■スクリーンを御覧ください。■画面は昨年度の演習（コロナ対策）のステージ 1 であが

ってきた問題の一部を紹介していますが、こうして問題を挙げただけの状態では何からど

のように手をつけていけば良いのかがなかなか導き出せません。ここからどのように考え

ていけば良いのかを解説してみたいと思います。 

■まずは、これらの問題をいくつかのカテゴリーでくくってみましょう。■ここでは学校行

事や授業などは■「学びの保障」というカテゴリーでくくってみました。■検温や消毒など

は■「教職員の新たな業務・ストレス」、■不登校やいじめ等は■「生徒指導・保護者対応」

でくくってみました。これはどんなくくりでもいいです。類型化することに意味があります。 

こうして類型化することの意味は、学校現場ではともするとひとつの問題に対してひと

つの策を講じがちです。それはそれで即効性があり緊急の場合には必要です。しかしながら、

全てのことにそのように対応していくとモグラ叩き状態、つまり、後に同じような問題が生

じてくる可能性があります。これらの問題は俯瞰的に見たらどういう問題でどこにその問

題の根本があるのかをまずは冷静に分析する必要があります。 

例えば、修学旅行の問題、これを旅行という枠組みだけで考えれば実施するかしないかの

二択であったり、実施するにも県内か日帰りかという考えになったりしますが、これを「小

6 や中３の学習保障」という枠で考えれば旅行以外の様々な内容も考えられるのではない

でしょうか？ 

類型化してみることで各教育活動の本質的な部分に立ち返ることができ、ともするとこ

れまで当たり前と感じて行われていたことが実はそうではないことや形骸化していること

などにも気付けるはずです。 

この第 1 ステージでは、生起している問題を俯瞰的に見つめることで問題の根本的な部

分は何かを整理することがポイントです。 

では、＜T２＞先生、次のステージに進みましょうか！  
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＜30 分／100 分＞ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

＊上記の流れではなく、問題を出させた後に先に講師が分類をして見せ、分類することの意

味づけを解説してから実際に受講者に分類をさせ、分類の意図も含めてグループ協議で交

流させてもよい。（参考：P３３～の PP「基本型」解説） 

 

＜問題点を書き出した後に講師が先に分類例を示してグループ協議に移る場合＞ 

さて、T1 先生、皆さんにいくつか問題点を挙げていただきましたが、問題を抽出したら、

この先、どのように考えていけば良いのでしょうか？ 

 

スクリーンを御覧ください。昨年度挙がってきたいくつかの問題をあげてみました。 

ただ、こうして問題を挙げただけの状態では何からどのように手をつけていけば良いの

かがなかなか導き出せないわけでして、ここからどのように考えていけば良いのかを解説

してみたいと思います。 

まずは、これらの問題をいくつかのカテゴリーでくくってみましょう。ここではとりあえ

ず皆さんにイメージを持っていただくために「学びの保障」「教職員に新たな業務・ストレ

ス」「生徒指導・保護者対応」でくくったとして示していますが、実はこれはどんなくくり

でもいいですよ。もちろん、3 つでなくても良いです。ここでは、「類型化するという行為」

にこそ意味があります。 

こうして類型化することの意味は、学校現場ではともするとひとつの問題に対してひと

つの策を講じがちです。それはそれで即効性があり緊急の場合には必要です。しかしながら、

全てのことにそのように対応していくとモグラ叩き状態、つまり、同じような問題が次から

次へ生じてくる可能性があります。これらの問題は俯瞰的に見たらどういう問題でどこに

その問題の根本があるのかをまずは冷静に分析する必要があります。 

類型化してみることで本質的な部分に立ち返ることができ、ともするとこれまで当たり

前と感じて行われていたことが実はそうではないことやまさに形骸化していることなどに

も気付けるはずです。 

この第 1 ステージでは、生起している問題を分類することを通して、俯瞰的に見つめる

ことで問題の根本的な部分は何かを整理することがポイントです。 

では、みなさん、どんなカテゴリーでもいいです、直感的に浮かんできた項目でいいです

ので問題点のところに張り付けた付箋を動かしていくつかのカテゴリーに分けてみてくだ

さい。時間は３分。  

 

（３分経過後）、 

それでは、どのような問題が生起しているか、それをどのようなカテゴリーに分類したか

などを小グループで交流してみましょう。事前にグループ分けをしておきましたのでその
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グループで交流してみてください。各グループ、司会も決めさせていただいていますのでそ

の先生で進めてください。時間は 1５分とします。終了２分前には声をかけます。では始め

てください。 

 

（15 分後）・・・交流の様子を簡単に評価（褒めることを基本に） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 

② 解決策構想（交流・解説） 

 

＜T２＞ 

それでは、次に解決策を考えてみましょう。 

・ここでは実現可能かどうかは問いません。行政に望むことなども含め考えられる限りの解

決策を付箋に書き込みワークシート真ん中に張り付けてください。（３分） 

 

（3 分後） 

・解決策についても交流したいと思います。先ほどのグループで 1２分、２分前には声をか

けます。 

 

・○○グループの司会者の方、どのような交流がなされましたか？ 

 （発表を受けて T２が簡単なコメントを入れる） 

 

・いくつかの解決策が挙げられましたが、＜T１＞先生、ここからどのように整理していけ

ば良いでしょうか？ 

 

＜T１＞ 
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■スクリーンを御覧ください。■画面では昨年出た解決策の一部を紹介していますが、こ

こで行政に望むことを含めて挙げていただいたのは、解決に向かう道筋を広く皆さんの視

野に描いて欲しい、さらに、その中でこれは行政がやること、学校単独では無理だからと思

われる解決策も、もしかしたら学校でやれる方法があるかも知れない！というところに立

っていただきたい、驚くような改善のアイディアというものは私の経験上からも実はそう

いった所から生まれるものだと考えています。 

さて、この第２ステージのポイントです。出された解決策をここでも類型化してみますが、

ここでは■「教育指導の側面」、■「管理の側面」、■「組織活動の側面」で分けてみましょ

う。この第 2 ステージでの類型化はこの 3 つで分けてみましょう。というのは、このよう

に分けることによって、解決に向かうときの主体者がイメージしやすくなります。つまり、

「管理面」でくくった解決策は管理職（校長・教頭）が先頭に立って行うことになるでしょ

うし、「教育指導面」では教頭が校務分掌上の担当に指示をして企画させる、「組織活動面」

ではどの組織を動かすか、また新たにどのような組織を立ち上げることが必要なのかがイ

メージできます。つまり、その内容によっては教頭が自ら動くであるとかその司令塔として

位置付けばいいなど、およそハッキリしてくると思います。 

さぁ、いよいよ第３ステージです。＜T2＞先生よろしくお願いします。 

 （50 分／100 分） 

 

③ 実現可能な改善策と実行プランの構築（交流） 

 

＜T２＞ 

では最後のステージです。 

・今あげた解決策の中から、自校の実態を踏まえた時、あなたが「教頭」として実現可能だ

と思われる解決策、自校で取り組むべきものはどれですか？「一つ」選んでワークシート

一番右の枠の最上段に書き出してください。 

 また、この先その解決策を実行するにあたり、自校の教職員構成や保護者・地域の実態、

これまでの自校の教育活動を踏まえて、「教頭」としてどのように推し進めるかを考え、

いつ頃までに何をどのようにするかなど、できるだけ具体的な実行プランを描き出して

ください。ここは個人作業時間 1０分取ります。できるだけ具体的に構想してみてくださ

い。（自校の職員や地域の実態を踏まえてできるだけ具体化するような声かけを行う） 

 （進行状況や受講者の様子によっては 15～２０分で） 

 

（グループで交流、10 分） 

（時間的にグループ内交流ができなかった場合は、具体的なところまで構想をしている受
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講者を見つけて、○○学校の◇◇教頭先生、先生はどのような実行プランを立てられまし

たか？） 

 

さて、演習を進めてきましたが、時間も限られてきましたので＜T１＞先生、まとめをお

願いします。 

（75 分／100 分） 

 

３ まとめ 

◎理論解説、受講者の今後のアクションについての動機付け 

 

＜T１＞ 

本日の演習は、課題解決に向かう際の管理職（教頭）としての思考の仕方を体験していた

だくのが主たる目的でした。（この第 3 ステージでは、時間の関係もあり、具体的なところ

までは十分構想できなかったかも知れませんが、）第 3 ステージでの項目を挙げれば、例え

ばこんなことが挙がってきたかも知れませんね。■■■このステージでの重要なポイント

は、解決策が良いかどうかではなく具体的かどうか！、つまり、■「いつ頃までに何をどう

するのか？」「誰が協力をしてくれそうで誰を突けば事が動くのか？」「予想される壁は何で

どう乗り越えるか？」など、すぐに教頭としてアクションが起こせそうなものが描けるかが

重要です。まずはアクションを起こしてそれを実行しながら修正していけば良いです。重要

なのは何かしらのアクションを起こす、スタートを切るめどを立てることです。 

さて、それでは「まとめ」の話をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■左の PDCA サイクルについては、みなさんすでにご承知のフレームワークだと思いま

す。この PDCA サイクルは、そもそも工場での生産性を高めるために作られたフレームワ

ークで、いかに低コストで効率的に精度の高い製品を作り出していくか、こうした課題に対

して改善を図るのにはこの PDCA サイクルは最適ですので、学校でいえば、教育課程の編
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成や実施についてはこのフレームワークは適していると言えるでしょう。しかし、このフレ

ームワークは、サイクルを回せないような困難な状況が発生することは実はあまり想定さ

れていないフレームワークです、加えてこのサイクルを一回りさせるにはある一定の期間

が必要になる。 

 

そこで私が注目をしているのが■「OODA ループ」という「思考法」です。これは戦闘

機のパイロットの思考法です。本部の指示や上司の判断を待っていては自らが命を落とし

てしまうような状況の中で、即座に情報を集め、即座に方向性を判断、行動を決定し、勇気

を持って行動する、このループを一気に回す「思考方法」です。うまくいかなかったらすぐ

に次の OODA ループを回す。コロナ禍における解決策や危機事案の対応等はこの OODA

ループの思考法が有効だと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

左の PDCA サイクルは「フレームワーク」、右の OODA ループは「思考法」ですのでそ

もそも次元が違うものですが、ある専門家はこの両者の関係をこのように示しており、■

PDCA を回すエンジンが OODA ループと言っています。学校現場にはこの考え方は活用

できそうな考え方だと思います。 

 

もうひとつ、PDCA サイクルでも OODA ループでも頭のどこかに置いていて欲しいと

私が感じている考え方があってですね、それは■シングルループ・ダブルループの考え方で

す。例えば学級の全員に９０点以上取らせようという前提のもとに行動をする、つまり指導

をする、結果、数人が９０点に届かなかった場合、行動の所に戻り指導の在り方を検討する、

これがシングルループです。ダブルループの考え方は、そもそも全員に９０点以上取らせる

ことが本当に必要なのかという前提の部分に立ち返る考え方です。ともすると学校という

組織体はシングルループに陥りやすい傾向があるのではないかと思っています。コロナ禍

だからこそ、前提に戻って考える絶好のチャンスなのではないか、今日体験していただいた

問題解決への営みの中でダブルループの考え方も積極的に行ってみてはどうでしょうか！ 

今日体験していただいた課題解決の見方や考え方、思考法はこれらの考え方を参考にし

つつ創り出したものです。たまたま今日はコロナ対策をテーマとしましたが、他の課題解決

に向けてもこの見方や考え方、思考の仕方をぜひ活用してみてください。 
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＜T２＞ 

＜T１＞先生、ありがとうございました。 

さて、皆さん、今日は問題解決に向かう際の思考の仕方を体験していただいたわけです

が、重要なのはこの先に実際に各学校で教頭である皆さんがアクションを起こしていた

だくことです。そのアクションにより、学校は変わります、皆さんの管理職としての課題

解決の思考の仕方も強化されると思います。＜T１＞先生のまとめにもありましたが、今

回テーマとしたコロナに限ったことではなく、働き方改革やベテラン層の活性化や若手

教員の育成などの職員指導、いじめ対策、研究の推進など今自校で浮上している直下の問

題、見直しをかけないといけないと考えていることなどにも活用できます。この先の各学

校での皆さんのアクションを期待したいと思います。 

（85 分／100 分） 

 

 

 

 

＊ここまでを 100 分で展開して終了するのも可、次頁の「危機管理」に関する内容を挿入

するのであれば以下の部分の説明役は＜T１＞でも＜T２＞でもよい。 

 

演習はここまでですが、教頭先生方には本日もう一つ重要な視点を持っていただきたい

と思います。それは、即座に対応しなくてはいけない緊急性が高い有事の際の教頭としての

対応の仕方や普段の備えについて、紹介しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■学校が直面する危機にはどのようなことがあるかをまとめてみました。この表をもと

に一度整理してみてください。 

実際に何かしらの有事が起きた時の対応について話を続けます。■■有事が起きたとき、

その初期対応で■その後の状況は大きく変わってきます。初期対応が迅速で適切であれば
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事は収束に向かっていくでしょうが、初期対応がまずいと負の連鎖が始まります。 

初期対応は、■事態の収束と 2 次被害の防止を視点とし、よく言われる■「緊急時のさ・

し・す・せ・そ」が重要なのですが、管理職にはもう一つの「さ・し・す・せ・そ」がある

わけでして・・・ 

それは、このような■「さしすせそ」です。 

この中でも特に教頭としては「す」と「せ」が重要だと考えています。推測で動かず、正

確な情報を得て経過を時系列で記録するということ、これは教頭の役目だと考えます。「せ」

の一貫した戦略と臨機応変な戦術というのは、そもそも戦略と戦術は違うわけで戦略はぶ

れてはいけないが、戦術はその時々の状況によって切り替えていく必要があると考えます。

戦略がぶれないように、また臨機応変に戦術を変えていくような冷静さを持ってその時々

に校長に進言していくことも教頭の重要な役目だと考えます。 

その際に留意していただきたいのが、先ほど触れた■OODA ループを一気に回すという

ことと、そして、目指すところは、■みんなが、または一番辛い思いをしている人間が幸せ

になる着陸点を描いて、事を進めて欲しいと思います。危機事案が起きた時に、管理職が保

身に走ったらそこで全てはお仕舞いです。ランディングポイントをどこにおいて取り組む

かは極めて重要なポイントだと考えます。 

また、事が落ち着いたときにその事案を教訓に職員指導がなされますが、その指導をその

後は人材育成の視点から意図的計画的に日々の職員指導に切り替えていくことが必要だと

考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に危機への備えとして結構盲点になっているのが各種マニュアルの扱いです。様々な

マニュアルが各学校には存在していて年度当初には職員会等で確認し合っていると思いま

すが、その後各職員のファイルに綴じられたままであるとか、担当者だけが理解しているよ

うでは意味が無い。職員室等に掲示してあるところもありますが、掲示してあるマニュアル
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も実はごく一部ではないでしょうか？ 

事が起きたときに管理職がいない場合もあります。養護教諭がいない場合もあります。そ

うしたときでも職員の誰もが適切な初期対応をするためにこうしたマニュアルを 1 冊にま

とめて教頭先生の机の電話の所に常備しておく。さらに職員打ち合わせなどの時間にこの

マニュアルをもとに教頭先生からの職員指導を積み重ねていく。 

実際、校長や教頭がいない、養護教諭もいない場面で生徒が大きな怪我をしましたが、こ

うしたマニュアル本を準備していたことで、その場にいた教員・事務職員が連携し合って見

事な初期対応をとることができたという報告もあります。是非お勧めしたいです。 

 

 

 

（アンケート記入時間、研修全体の終了の挨拶等） 

 

 

T１、T２担当の方へ 

漫才風な掛け合いになるよう至る所で「アドリブ」をかましてください。 
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資 料 編 

 

 

 

 

 

 
 

これは、演習の時に提示する資料の概要です。 

別添でアニメーションを設定した「演習展開（コロナ）PP」があります。また、PP

「基本型」があります。「基本型」については、テーマに合わせて予想される問題などを

事前に打ち込んでいただき準備してください。作業手順を示すだけでよいのであればその

まま使用していただいても結構です。 

受講者への配付資料は、別添「配付資料・受講者」で印刷してください。 

 

１ 
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２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

３ 
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４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 
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６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 
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８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 
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１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 
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１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３ 
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１４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 
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１１～１５は、手元で見やすいように受講者には別刷りで提供した方が良いかも知れま

せん。その場合には、添付の「配付資料・危機管理」を印刷配付してください。 

 

 

 

 

 

 

次頁からは、 

「コロナ対策」、「働き方改革」、「いじめ問題」、「教職員指導」をテーマとした場合の 

 演習展開（案）を掲載しています。案をアレンジしてご活用ください。 

  最後のページは、どんなテーマでも対応可能な「基本型」です。別添で PP「基本

型」があります。テーマに合わせて事前に言葉を入れ込んで準備いただくか、演習の

作業の手順を示すのであればその順でスライドショーが流れますのでそのまま使用し

てください。 
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「
管

理
」
 

「
教

育
指

導
」

「
組

織
活

動
」

で
分

類
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＜基本型＞ 
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PP【基本型】解説 
・演習の作業手順に合わせてアニメーションがかけてあります。テーマに合わせて事前

に予想される問題などを打ち込んで準備していただくか、作業手順のみを示す場合は

そのまま活用してください。 

・前掲で示した「コロナ対策」、「働き方改革」、「いじめ問題」、「教職員指導」に限らず

どんなテーマにも応用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ここまでは前掲の令和 3 年実施のシナリ

オ（P7～）と同じように進めます。 

 

○その後、テーマに合わせて問題を抽出さ 

せます。 

 

 

＊事前にアンケートを取ってグループ毎にテーマを設定したり、いくつかのテーマ

を提示しその場でグループ毎にテーマを選び取ったりすることなども可能です。 

 

○問題を付箋に書いて張り付けた受講

者のワークシートをイメージしていま

す。テーマが統一であれば、事前に左

記画面の付箋部分に予想される問題の

いくつかをランダムに記述して準備し

ておいてもよいと思います。 

 

○次に問題をいくつかのカテゴリーで分類することとその意味を説明します。分類の項

目にはこだわらない、分類して一つ一つの問題を俯瞰的に見つめ、本質的な問題は何

なのかを見いだすことがポイントです。アニメーションは、上記画面が一度消えて 

使用時は消去してください。 
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下記の左側画面になり、次に分類をした後のワークシートの様子（右）になります。 

 

 

 

 

 

 

 

○問題を抽出した後にグループ協議を行い分類することの解説をしても、問題抽出後に

分類の解説を行い各自が分類した後に分類の意図を含めグループ協議でも可。 

 

 

○次にスライドは第 2 ステージ（解決策の構想）の最初の画面に移ります。分類した項

目毎に解決策を考えるよう指示しながら画面を進めるとその解決策を付箋に書き込み

張り付けた状態に画面が進みます。 

                                                                           

○解決策の内容によっては項目か

ら出る矢印はひとつではないこと

もあることを説明したら解決策を

考える個人作業開始です。 

 

○個人作業後に交流を行います。 

 

 

 

 

○解決策の交流の後、その解決策

を「管理」「教育指導」「組織活

動」の側面で分けることの解説を

します。 

○実際に分けてみさせると効果的

です。 

 

 

 

 

使用時は消去してください。 

使用時は消去してください。 
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○左図の緑の解決策のどれかひ

とつを選び出して第 3 ステー

ジに入ります。 

 

 

 

 

 

 

○具体性ある実行プランかどう

かがポイントです。 

 

 

 

 

 

 

○左図「まとめ」のスライドは

前掲の令和 3 年実施のシナリ

オ（P15～）に沿って使用し

ます。 

 

 

○「危機管理」を扱う場合は引

き続き左のスライドを活用く

ださい。 

前掲のシナリオ（P19～）に

沿って使用します。 

 

 

 

★基本型は、教頭以外の他の役職・分掌（教務主任、研究主任、生徒指導主事等）の研修

でも応用可能、その場合は冒頭の「教頭職のコンピテンシー」を対象者に合わせて入れ

替える。例えば、研究主任対象の場合は研修の法的側面から研修の意義、重要性を示す

図などに差し替える。 

 


